
右の図で，ＡＤ   ＢＣである台形ＡＢＣＤの対角線の交点をＯとす

るとき，次の三角形と面積の等しい三角形はどれか答えなさい。

台形に，辺や角についての条件を加えて，特別な四角形に変えていくとき，その条件にあ

てはまるものを   ～   より選びなさい。

①　△ＡＢＤ

 となり合う辺が等しい。  1組の対辺が平行である。

 1つの角が直角である。  もう 1組の対辺も平行である。

②　△ＤＯＣ

下図のように，△ＡＢＣの辺ＢＣに平行な直線と辺ＡＢ，ＡＣとの交点をそれぞれＰ，Ｑとす

る。このとき，△ＡＢＱ＝△ＡＣＰであることを証明しなさい。

下の図で，四角形ＡＢＣＤと面積が等しい△ＡＢＥを作図しなさい。ただし，点ＥはＢＣの

延長上にあるものとする。

下の図のように，長方形が線分ＡＢで２つの部分   ，  に分かれている。   ，  の面積を

変えずに，点Ｃを通る直線で長方形を２つの部分に分けるとき，その直線を作図しなさい。

ＰＱ  ＢＣより，底辺と  が等しいから，

△ＰＢＱ＝△ 
また，△ＡＢＱ＝△ＰＢＱ＋△  

△ＡＣＰ＝△  ＋△ＡＰＱ

①，②，③より，△ＡＢＱ＝△ 

［証明］

５点×５

５点×５

５点×２

①

②

２０点

左の図にかくこと。

２０点

左の図にかくこと。

①

②

③

△ＡＣＤ

△ＡＯＢ

高さ

ＰＣＱ

ＡＰＱ

ＰＣＱ

ＡＣＰ

ＡＤを底辺と考える。
高さが等しいので，
△ＡＢＤ＝△ＡＣＤ

△ＤＯＣ＝△ＤＢＣ－△ＯＢＣ
△ＡＯＢ＝△ＡＢＣ－△ＯＢＣ
△ＤＢＣ＝△ＡＢＣより，△ＤＯＣ＝△ＡＯＢ

点Ｄを通りＡＣに平行な直線と，ＢＣの延長との交点がＥとなる。

点Ｂを通りＡＣに平行な直線と，点Ａがある辺との交点をＤとすると，
点ＣとＤを結べば，△ＡＣＢ＝△ＡＣＤとなる。


